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    中性子散乱実験のような大型施設において実験試料周辺機器の環境

（試料環境）の整備は非常に重要である。特に、試料環境における標準化を

行うことで多数のビームラインによる、コストのかかる実験機器の有効利用が

促進できれば施設として大きな利点となる。我々は試料環境チームとして、 

・機器・装置の共有化による実験の効率化 

・技術開発の経費や機器・装置の維持管理費の削減 

・共通装置の利用による技術の共有化 

を目指した標準化を検討し、その標準化規約の策定を行っている。また、施設

として試料環境に関するワーキングエリアの整備を進め、電源の確保などを

行っている。本エリアでは試料環境機器の試験・整備を行うが、将来的には開

発も併せて行うことを目標とする。 

   本講演では、MLF における試料環境チームの活動報告と予定について報

告する。 

 


